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資料 1 自 然公園等施設の整備状況

(1 ) 国立 国定公園

年度 公 園 名 事 業 名 齋 幾 事 業 内 容 事 業 費

昭 和

4 6

大山隠岐国

立公園

大山寺駐車場

舗装整備

バ ス発着所舗

装整備

大 山 町 面 積 11 , 160甘

収容能力 206台

1 , 455 m2

千円

2 0 , 0 0 0

1 , 7 0 0

山陰海岸国

立公園

城原因路整備

鳥取砂丘清掃

施設整備

砂丘道路チュー

リ ッ プ植栽

岩 美 町

鳥取市

福部村

安 全 柵 L二633 m

焼却炉 1 、 空缶圧縮機 1 、

ガ ラ ス 粉砕機 1 、 ゴ ミ カ ゴ28

収容棟 (9 . 8證) 1 棟

植栽延長 1 , 1 35 m

チ ュ ー J ッ プ球根 57 , 200球

5 , 0 0 0

2 , 4 1 5

5 7 2

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

雨滝園地整備 国 府 町 面 積 1 , 0 18が 2 , 0 0 0

小 口十 3 1 , 6 8 7

4 7
大山隠岐国

立公園

大山頂上歩道

整備

清掃施設整備

大 山 町

溝 口 町

延 長 1 , 82 1 m

柵 延 長 1 , 71 2が

制 札 43本

ごみ焼却炉 、 空缶圧縮機 、 ガ ラ ス粉砕機

2 , 2 0 0

3 , 0 0 0

山陰海岸 国

立公園

鳥取砂丘道路

整備

鳥取砂丘道路

補償工事

福部 村 ア ス フ ァ ル ト 舗装

L =648 . 6 m W= 7 . o m

バ ス停 1

国道拡中

L = 18 . 8m W=3 . om~ o m

歩 道

L = 188m W= 3 . om~1 . 5m

2 9 2 0 0

6 7 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

雨滝歩道整備 国 府 町 L = 1 , 852 . 5 m W= 1 . 5 m 3 , 4 0 0

小 。十 4 4 , 5 0 0

4 8 大 山隠岐国

立公園

大平原清掃施

設整備

江府 町 ごみ焼却炉、 機械収納棟

電気設備一式

3 , 0 0 0

山陰海岸国

立公園

鳥取砂丘駐車

場整備

鳥取砂丘道路

整備

福部 村

鳥 取市

面 積 6 , 591 m2

ア ス フ ァ ル ト 舗装
L = 460 m W=7 . o m

ア ス フ ァ ル ト 舗装

L = 340m W= 7 . o m

1 4 , 6 0 0

2 5 , 2 0 0

1 8 , 2 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

芦澤園地整備 智 頭 町 図 地 L = 2 , 500m W= 1 . 5 m

駐車場面積 1 , 000甘 砂利敷

公衆便所 18 . 6甘

1 1 , 8 0 0
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年度 公 園 名 事 業 名 烹 辯 事 業 内 容 事 業 費

昭 和
4 8

小 口十
千 円

7 2 , 8 0 0

4 9 大 山隠岐国

立公園

大山 自 然科学

館整備

大 山 町 R C二階建 延べ394 . 1 m2 5 0 , 6 0 0

山 陰海岸国

立公園

鳥取砂丘排水

処理施設整備

鳥 取市

福部 村
排 水 管 H P の 200% L = 1 , 500 m

L P の 150% L = 1 , 10o m
の 200% L = 650m

圧送 ポ ン プ 3 か所

沈澱池、 電設設備汚泥槽

1 0 2 , 2 5 0

比婆道後帝

釈国定公園

船通山歩道整

備

日 南 町 L = 1 , 170m W= 1 . 0 ′し 1 . 5 m

簡易施設

(指導標10基、 案内板 2 基)

3 , 0 0 0

小 。f 1 5 5 , 8 5 0

5 0 大 山隠岐国

立公園

鍵掛峠園地整

備

江 府 町 公衆便所 R C 27m2

駐 車 場 528m

給排水工事一式

1 0 , 0 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

氷 ノ 山野営場

整備

若桜 町 野 営 場 9 , 000寸 300人収容

取合車道 L = 506m W= 3 . om

炊 事 場 22 . 8m2 2 棟

便 所 18 . 6ポ 2 棟
給水施設 、 電気工事一式

2 8 , 0 0 0

小 口十 3 8 , 0 0 0

5 1 大 山隠岐国

立公園

大山 自 然科学

館展示整備

大 山 町 動植物、 地形、 地質 コ ー ナ ー整備 8 , 0 0 0

山陰海岸 国

立公園

浦富駐車場整

備

鳥取砂丘道路

整備

岩 美 町

福部 村

駐車場舗装 2 , 299可

ロ ッ ク ネ ッ ト 655m2

砂防柵 L == 182 ェ11 日 == 95 dm

7 , 8 0 0

5 , 0 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

氷 ノ 山野営場

整備

若桜 町 サ イ ト 造園 4 , 032幅

歩 道 L = 260m W= 1 . 5 m

取付車道 L = 198m W= 3 . o m

2 9 , 0 0 0

小 。十 4 9 , 8 0 0

5 2 大 山隠岐国

立公園

大山 自 然科学

館展示整備

大 山 町 動植物、 地形、 地質 コ ー ナ ー整備 1 1 , 0 0 0

小 。十 1 1 , 0 0 0

5 3 大 山隠岐国

立公園

頓原駐車場

大山 自 然科学

館展示整備

大 山 町 駐車場造成

人文 コ ー ナ ー整備
2 4 , 0 0 0

1 0 , 0 0 0

小 。十 3 4 , 0 0 O
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年度 公 園 名 事 業 名 烹 義 事 業 内 容 事 業 費

昭 和

5 4

大山隠岐国

立公園

大平原園地整

備

横原因地整備

ー向平野営場

整備

江 府 町

大 山 町

東伯 町

駐車場舗装 ( ア ス フ ァ ル ト ) 2 , 500幅

芝生広場造成 1 1 , 506寸

ブ ソ ト サ イ ト 整備 2 , 1 46m2

炊 事 場 36 . 1甘 1 棟

公衆便所 33 . 3話 1 棟

給水施設 1 式

千 円

1 0 , 0 0 0

2 0 0 0 0

1 2 0 0 0

小 。十 4 2 , 0 0 0

5 5 山陰海岸 国

立公園

山陰海岸 自然

科学館整備

岩 美 町 R C 造平屋建 ' 393 . 6甘

展 示 1 式

8 0 , 0 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

氷 ノ 山野営場

整備

若桜町 管理車道舗装 W=3 . o m
L = 705 m

1 4 0 0 0

小 。十 9 4 , 0 0 0

5 6 山陰海岸 国

立公園

山陰海岸 自 然

科学館整備

岩 美 町 駐 車 場 A S 舗装 1 , 358寸

サ イ ト 造園 896討

汚水浄化施設 1 式

空周施設 1 式

展 示 1 式

5 9 2 4 5

山陰海岸国

立公園

羽尾岬歩道整

備

岩 美 町 歩 道 L = 1 , 3 1 0 m

W= 1 . 5m

1 0 , 0 0 0

大 山隠岐国

立公園

一向平野営場

整備

東伯 町 駐 車 場 1 , 050話

管 理 棟 木造 48 . 7甘

1 4 , 8 0 0

小 口十 8 4 , 0 4 5

5 7 山陰海岸国

立公園

羽尾岬歩道整

備

岩 美 町 歩道改良 L = 1 , 894m
w= 0 . 8′)1 . 5 m

休 憩 所 ギ木造 1 . 8討

9 4 0 0

山陰海岸 国

立公園

浦富網代歩道

整備

岩 美 町 歩道新設 L =305 m W= 1 . 5 m

安全施設 L = 320 m

標識区間 L = 1 . 4 如

1 5 , 0 0 0

大山隠岐国

立公園

大山寺駐車場

整備

大 山 町 取付道拡幅 L = 195m W= 8 . om

駐車場拡張 A S 舗装 909m2

2 0 , 6 0 0

大 山 隠岐国

立公園

大山周廻歩道

整備

大 山 町 歩道改良 L =266m W= 1 . 5 m

木 道 L = 1 15m W= 0 . 5 m

柵 L =410 m

2 7 4 0 0

小 口十 7 2 , 4 0 0

5 8 山陰海岸国

立公園

浦富網代歩道

整備

岩 美 町 休 憩 所 R C 造 A = 14m2

- 探勝歩道改良 W= 1 . 5m L = 1 , 080m

防護柵等 1 式 L = 330m

1 3 , 8 0 0
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年度 公 園 名 事 業 名 麟 事 業 内 容 事 業 費

昭 和

5 8

山陰海岸 国

立公園

鳥取砂丘駐車

場整備

福部村 駐車場ア ス フ ァ ル ト 舗装

A= 4 , 924m2

歩 道 、 L = 377m W=2 . 0~3 . om

千円

3 8 , 0 0 0

大 山隠岐国

立公園

元谷避難小屋

新築

大 山 町 避難小屋 木造 59 . 61 m2 1 6 , 0 0 0

小 。十 6 7 , 8 0 0

5 9 大 山隠岐国

立公 園

大山寺駐車場

整備

大 山 町 駐車場造成舗装 A= 665甘

サオ ト 造園 A= 3 , 486m2

探勝歩道新設舗装
W=2 . o m L =65 . 60m

W= 1 . 5m L = 66 . 45 m

2 6 , 0 0 0

山 陰海岸国

立公園

鳥取砂丘 (多

鯰 ヶ 池) 歩道

整備

鳥 取市 探勝歩道改良舗装

L = 1 , 289m W=2 . om

1 2 , 0 0 0

山陰海岸国

立公園

鳥取砂丘駐車

場整備 (公衆

便所新築)

福 部 村 公衆便所 R C 造水洗

A = 25 . 74討 浄化槽一式

1 1 , 6 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

那岐山登山道

整備

智 頭 町 登山道新設

W= 1 . 5 m L = 816 m

登山道改良

Wニ ー , 0 ′し1 , 5 m L ニ ー , 589m

避難小屋 木造 A ± 17 . 6 m2

1 0 , 8 0 0

小 。十 6 0 , 4 0 0

6 0 大 山隠岐国

立公園

大山頂上避難

小屋整備

大 山 町 避難小屋

鉄骨造 平屋建 A = 100m2

5 2 , 0 0 0

大 山隠岐国

立公園

大山登山道線

歩道整備

大 山 町 木道新設

L = 105m w= ○ , 5 ′し 1 , o m

1 0 , 0 0 0

大 山隠岐国

立公園

※大山寺野営

場休憩所整備

大 山 町 休 憩 所

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造及び一部木造

2 階建 廷床面積 253 92が

3 8 , 0 0 0

小 。十 ※鰯旧 本宝 く じ協会助成事業 1 0 0 , 0 0 0

6 1 大 山隠岐国

立公園

頓原駐車場整

備

大 山 町 駐車場改良舗装 A= 1 1 , 433寸

公衆便所

R C 造 汲取式 A = 21 . 98m2

3 8 , 2 0 0

大 山隠岐国

立公園

大山寺駐車場

公衆便所新築

大 山 町 公衆便所

R C 造 汲取式 A = 50 . 47 m2

1 1 , 8 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

那岐山登山線

歩道整備

智 頭 町 歩道新設

L = 2 , 035 . 5 m W= 1 . 5 m

1 0 , 0 0 0
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年度 公 園 名 事 業 名 妻 義 事 業 内 容 事 業 費

昭 和
6 1

小 。十
千円

6 0 , 0 0 0

6 2 大山隠岐国

立公園

大山登山道線･

行者谷線歩道

整備

大 山 町 木道新設 L = 228m W= 1 . om

歩道新設 L = 736m W= 1 . 5m

2 9 , 2 0 0

山陰海岸国

立公園

城原因地駐車

場整備

岩 美 町 駐車場造成舗装 A = 1 , 284寸

公衆便所 R C 造汲取式 A = 12m2

1 8 , 8 0 0

山陰海岸国

立公園

※山陰海岸 目

然科学館整備

岩 美 町 マ ル チ映像 ホ ール増設 R C 造 108話

マ ル チ ス フ イ ヂ ド シ ス ナ ム 等 一式

5 5 , 0 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

佐治川 ダ ム 園

地整備

佐 治 村 探勝歩道 L == 22〇 In wニ ー ‐ 5 rエー

サ イ ト 造園 A == 1 , 500 r112

休憩所 木造 A == 1 6 nr

1 0 , 0 0 0

＼

小 。十 ※㈱ 日 本宝 く じ協会助成事業 1 1 3 , 0 0 0

6 3 大 山隠岐国

立公園

大山駐車場整

備

大 山 町 屋内駐車場 (第 1 期)

鉄骨造 2 階 3 層

A = 6 , 559m2 281台収容

3 2 4 , 0 1 0

山陰海岸国

立公園

※鳥取砂丘休

憩舎整備

鳥 取市 休憩舎兼公衆便所

木造平屋 A = 126寸

駐車場 A = 436が

4 4 , 9 0 0

山陰海岸 国

立公園

※山陰海岸 目

然科学館展示

整備

岩 美 町 活魚水槽、 ト ラ イ ビ ジ ョ ン
カ フ ー コ ル ト ソ

7 , 0 0 0

小 口十 ※働) 日 本宝 く じ協会助成事業 3 7 5 , 9 1 0

平 成

兀

大山隠岐国

立公園

大山駐車場整

備

大 山 町 屋内駐車場 (第 2 期)

鉄骨造 2 階 3 層 A = 5 , 322寸 259台

2 5 4 , 0 8 5

大山隠岐国

立公園

※大山 自 然科

学館整備

大 山 町 マ ル チ映像 ホ ール増設 R C 造 128甘

マ ル チ ス フ イ ド シ ス プ ム 等 一式

6 1 , 8 0 0

小 。十 ※鯛 日 本宝 く じ協会助成事業 3 1 5 , 8 8 5

平 成

2

大山隠岐国

立公園

大山頂上周回

木道

大 山 町 木道 L = 332m W= 1 . 0~4 . om

サ イ ト 造園 A = 305坩

5 8 , 0 0 O

小 口十
･

5 8 , 0 0 O

平 成

3

山陰海岸 国

立公園

浦富休憩舎改

築事業

岩 美 町 休憩舎兼公衆便所 RC造 A = 1 30 . o m2 5 6 , 2 0 0

大 山隠岐国

立公園

大神山公衆便

所 (便所再整

備) 改築事業

大 山 町 公衆便所 R C 造 A = 40 . 32m2 4 7 , 0 0 0

小 口十 1 0 3 , 2 0 0
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年度 公 園 名 事 業 名 蓼 淺 事 業 内 容 事 業 費

平成

3

大山 隠岐国

立公園

公衆便所再整

備事業

( 間接補助事

業-赤碕町)

赤 碕 町 公衆便所改築 木造 A=44 . 8證
千 円

1 5 , 0 0 0

小 。十 1 5 , 0 0 0

。十 1 1 8 , 2 0 0

平成

4

山陰海岸国

立公園

岩戸公衆便所

改築事業

福部村 公衆便所改築 R C 造水洗 A= 33寸 2 3 , 8 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

雨滝公衆便所

改修事業

国 府 町 公衆便所改築 R C造水洗 A=24が 1 5 , 8 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

氷 ノ 山駐車場

整備事業

若桜 町 駐車場整備 、 舗装 A =4 , 707討 3 0 , 0 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

氷 ノ 山野営場

車道拡幅工事

れ7 取合道路車道拡幅
W=5 . om L = 560m

5 5 , 0 0 O

小 。十 1 2 4 , 6 0 0

( 間 接 補 助

事業)

山陰海岸国

立公園

公衆便所再整

備事業

鳥取市 公衆便所改築 R C造水洗 A= 37 . 6甘 1 7 , 7 0 0

小 口十 1 7 , 7 0 0

。十 1 4 2 , 3 0 0

平成

5

大山隠岐国

立公園

ー向平公衆便

所改築事業

東伯 町 公衆便所改築木造水洗 A=42 . 64寸 3 7 , 0 0 0

大 山隠岐国

立公園

大平原公衆便

所改築事業

江 府 町 公衆便所改築木造水洗 A= 43m2 3 3 , 8 0 0

大 山隠岐国

立公園

大休峠避難小

屋改築事業

大 山 町 木造平屋 A= 33m2 3 1 , 0 0 O

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

須賀 ノ 山登山

道整備事業

若桜 町 歩道 Wた 1 . 0~ 1 . 5 m L = 2 , 500m

休憩舎 木造 A = 30證

3 2 , 6 0 0

小 。十 1 3 4 , 4 0 0

大 山隠岐国

立公園

公衆便所再整

備事業

大 山 町 公衆便所改築木造水洗 A=21が 1 2 , 6 0 0
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年度 公 園 名 事 業 名 歎 淺 事 業 内 容 事 業 費

平成

5

小 口十
千円

1 2 , 6 0 0

。十 1 4 7 , 0 0 0

合 。十 2 , 2 8 8 , 5 7 7



き i

(2) 県立公園 (単県補助事業)

年度 公 園 名 事 業 名 妻 義 事 業 内 容 事 業 費

昭 和

46

三朝東郷湖

県立 自 然公

園

打吹公園公衆

便所

馬の山車道

鉢伏山駐車場

倉 吉市

羽 合 町

東郷 町

1 棟 26寸

L = 654m W= 4 m

面 積 1 , 875幅

収 容 力 バ ス 5 台、 小型車52台

千 円

1 , 0 0 0

2 , 4 0 0

2 , 0 0 0

奥 日 野県立

自 然公 園

滝山公園園地 日 野 町 歩 道 826m

東 屋 14寸 3 棟

2 , 6 0 0

小 口十

'

8 , 0 0 0

4 7 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

打吹公園歩道 倉 吉市 L =491 . 7m W=2 . om 1 , 0 0 0

奥 日 野県立

自 然公園

滝山公園歩道 日 野 町 L =516 . 8m W= 1 . om 1 , 8 0 0

小 。十 2 , 8 0 0

4 8 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

打吹公園歩道

三徳山歩道

倉吉市

三朝 町

L =465 . 8m W=2 . om

L = 314 . 8 m W= 1 . 5m

1 0 0 0

2 , 4 0 0

奥 日 野県立

自 然公 園

滝山公園芝張 日 野 町 面 積 1 , 508 . 6寸 1 , 0 0 0

小 口十 4 , 4 0 0

4 9 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

打吹公園園地 倉 吉市 歩 道 L =400m W= 1 . 5 m

清掃設備 、 焼却炉 1 基

2 0 0 0

奥 日 野県立

自 然公園

滝山公園休憩

舎

石霞渓歩道

日 野 町

日 南 町

鉄骨カ フ ー ト タ ン ぶ き 35m2

簡易施設 ( ベ ン チ 2 基)
L = 700 m W=2 . om

1 , 0 0 0

3 5 0 0

小 口十 6 , 5 0 0

5 0 奥 日 野県立

自 然公園

鵜 ノ 池公園歩

道

石霞渓歩道

日 野 町

日 南 町

L =485 . o m W= 1 . 5m

L = 110 . 2 m W= 1 . om

2 , 0 0 0

1 5 0 0

小 口十 3 5 0 0

5 1 奥 日 野県立

自 然公 園

鵜 ノ 池園地 日 野 町 給 水 場 1 基

給 水 管 200m

洗 場 1 か所

2 , 0 0 0

小 。十 2 0 0 0
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秘 め

年度 公 園 名 事 業 名 惠 義 事 業 内 容 事 業 費

昭 和

5 2

三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地 倉 吉市 遊 歩 道 L =687 . 8 m W= 1 . 5m

取付道路 L = 28 . 5 m W=2 . om

植栽 (サ ク フ ) 85本

千円

3 , 0 0 0

奥 日 野県立

自 然公園

鵜 ノ 池園地 日 野 町 整 地 1O POOm2

便 所 2 棟

2 , 0 0 0

小 。十 5 , 0 0 O

5 3 奥 日 野県立

自 然公 園

鵜 ノ 池園地 日 野 町 整 地 9 , 860m2

芝 張 1 , 220寸

2 , 0 0 0

三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地

浅津駐車場

三朝駐車場

倉 吉市

羽 合 町

三 朝 町

広場整備 4 , 363m2

取付道45m 排水溝218m

駐車場舗装 1 , 240m2

駐車場舗装 584寸

外柵85甘 案内板 1 基

2 , 0 0 0

2 , 0 0 0

2 , 0 0 O

小 口十 8 , 0 0 0

5 4 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地

打吹公園

三朝園地

倉 吉市
ん7

三 朝 町

駐車場造成 982甘

休 憩 所 39 . 29m2 1 棟

休 憩 所 16 . 0可 1 棟

2 , 0 0 0

3 , 0 0 0

2 , 0 0 0

小 口十 7 , 0 0 0

5 5 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地 倉 吉 市 休 憩 所 22m2 1 棟 2 0 0 0

奥 日 野県立

自 然公 園

鵜 ノ 池車道 日 野 町 車道舗装

L =450m W=3 . 5m

5 , 6 3 0

小 。十 7 , 6 3 0

5 6 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地 倉 吉市 展望休憩所 鉄骨造 33 . 9m2 5 , 2 0 0

奥 日 野県立

自 然公園

鵜 ノ 池車道

花見山駐車場

日 野 町

日 南 町

車道舗装 L =458m W=3 . 5 m

駐 車 場 866可

4 , 0 0 0

6 , 0 0 0

小 。十 1 5 , 2 0 0

5 7 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

今滝歩道 東 郷 町 歩 道 L = 237m W= 1 . 5 m

休憩所 ギ木造 4 m2

5 0 0 0

奥 日 野県立

自 然公 園

鵜 ノ 池便所 日 野 町 公衆便所 C B 造 18 . 6證 2 , 5 0 0

小 。十 7 , 5 0 0
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年度 公 園 名 事 業 名 烹 義 事 業 内 容 事 業 費

昭 和

58

三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地 倉 吉市 修 景 伐 3 , 099m2

歩 道 L = 138m W=2 . om

ネ ノ ト フ エ ソ ス

日= 3 . om L た 40m ほ か

千 円

3 , 0 0 0

奥 日 野県立

自 然公園

鵜 ノ 池野営場 日 野 町 プ ソ ト サ イ ト 4 , 586m2

炊 事 棟 24可

5 , 0 0 0

小 。十 8 , 0 0 0

5 9 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地 倉 吉市 園地整備

修 景 伐 A =7 , 399m2

歩 道 L =230m W= 1 . 5m

ベ ン チ 15基

植 栽 7 本

2 4 0 0

西因 幡県立

自 然公 園

勝山城跡歩道 気 高 町 歩道整備

歩 道 L = 115m ( 150段)
W= 1 . om

休 憩 舎 木造 A±8 . 0甘

2 , 9 2 9

奥 日 野県立

自 然公 園

鵜 ノ 池園地 日 野 町 団地整備

歩 道 L = 11om W= 1 . 5m

休 憩 舎 木造 A= 12寸

2 , 4 0 0

小 。十 7 , 7 2 9

6 0 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地 倉吉 市 園地整備

園地造成 2 , 364 . 45寸

階 段 工 23 . 8 m (44段)

3 3 0 0

西 因 幡県立

自 然公園

長尾鼻園地 青谷 町 園地整備

歩道改良舗装 L =91 . om W= 1 . om

2 , 7 0 0

小 口十 6 , 0 0 0

6 1 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地 倉 吉市 園地整備

園地造成 A=2 , 935話
遊 歩 道 L =40m W=2 . om

2 , 0 0 0

西 因 幡県立

自 然公園

長尾鼻園地 青 谷 町 園地整備

歩道改良舗装 L =210 m W= 1 . om

2 , 4 2 4

奥 日 野県立

自 然公園

塔の峰公園 日 野 町 公衆便所 C B 造
A = 17m2

2 , 0 0 0

小 。十 6 , 4 2 4

6 2 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

小鹿渓歩道 三朝 町 探勝歩道 L =291 m

W= 1 . 0 ′し 1 . 5 m

1 0 , 0 0 0
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年度 公 園 名 事 業 名 蓼 淺 事 業 内 容 事 業 費

昭 和

6 2

西因 幡県立

自 然公 園

姉泊海岸便所 気 高 町 公衆便所 C B 造
A= 12 . 9m2

千 円

2 , 8 1 4

西 因 幡県立

自 然公園

長尾鼻園地 青 谷町 歩道改良舗装 L =200m W= 1 . om 2 , 7 0 0

奥 日 野県立

自 然公園

塔の峰公園 日 野 町 給排水施設 L = 342m

ポ ン プ 、 水飲み

2 , 0 0 0

小 口十
'

1 7 , 5 1 4

6 3 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

小鹿渓歩道 三朝 町 探勝歩道 L =434m

W= 1 . 5m

8 0 0 0

西 因幡県立

自 然公園

鷲峰山野営場 鹿野町 公衆便所 木造汲取式
A =23m2

3 , 0 0 0

奥 日 野県立

自 然公園

花見山歩道 日 南 町 登山歩道 L =592m
W= 1 . 5m

3 , 0 0 0

小 。十 1 4 , 0 0 O

平 成

兀

三朝東郷湖

県立 自 然公

園

小鹿渓歩道 三朝 町 探勝歩道 L =242 . 9m

W= 1 . 0 ′し1 . 5 m

7 , 0 0 4

三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地 倉 吉市 園地整備

プ ソ ト サ イ ト 7 基

3 , 0 0 0

奥 日 野県立

自 然公園

花見山歩道 日 南 町 登山歩道 L =652m W= 1 . 5m 3 , 1 6 6

小 。十 1 3 , 1 7 0

2 西因 幡県立

自 然公 園

勝山城跡歩道 気 高 町 歩道整備

歩 道 L = 1 15m W= 1 . 0~1 . 5 m

休 憩 舎 木造 A = 10 . 5寸

3 5 0 1

西 因 幡県立

自 然公園

鷲峰山登山道 鹿 野 町 登山道新設 L =489 . 5m

W= 1 . 0 ノし1 . 5m

4 , 3 9 1

奥 日 野県立

自 然公園

塔の峰公園 日 野 町 休 憩 舎 木造 A = 20 . 0可 2 , 5 0 0

小 口十 1 0 , 3 9 2

3 西因 幡県立

自 然公 園

鷲峰山登山道 鹿 野 町 登山道新設 L =815 . 8m

W= 1 . om

4 , 1 9 9

奥 日 野県立

自 然公園

塔の峰公園 日 野 町 防 護 柵 77m
テ ー ブル 、 ヘ ソ チ 1 式

4 2 2 3
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(3 ) 中 国 自 然歩道

年度 整 備 路 線 名 事業 か所 事 業 内 容 事 業 費

昭和

52

川 床 ･ 一 向 平 線 大 山 町

東 伯 町

歩道改良 L =9 , 039 m W= 1 . 5m

吊 橋 L = 45 m W= 1 . om

(大山隠岐国立公園内)

千円

2 9 , 8 0 0

岩 戸 大 谷 線 岩 美 町

福 部 村

歩道新設 L =2 , 650m W= 1 . 5m

休 憩 所 1 棟 28甘

公衆便所 2 棟 49可

(山陰海岸国立公園内 )

3 0 , 2 0 0

小 口十 6 0 , 0 0 0

53 川 床 赤 松 線 大 山 町 歩道新設 L =649m W= 1 . 5 m

休 憩 所 1 棟 28寸

歩道改良 L =3 , 967 m W= 1 . 5m

(大山隠岐国立公園内)

2 7 2 0 0

雨 滝 扇 ノ 山 線 国 府 町

岩 美 町

歩道新設 L =5 , 552 m W= 1 . 0~1 . 5m

歩道改良 L =5 , 500m W= 1 . 0~1 . 5m

橋 L = 1om W= 1 . 5m

休 憩 所 1 棟 55m2

(氷 ノ 山後山那岐山国定公園内 )

3 2 , 8 0 0

小 口十 6 0 0 0 0

54 雨 滝 大 谷 線 鳥 取 市

国 府 町

岩 美 町

福 部 村

歩道新設 L == 6 , 92mn w== 1 ‐ 釦【1

標識区間 46 ‐ 5 km

休 憩 所 4 棟 5mr

公衆便所 1 棟 20甘

く公園外)

4 5 0 0 0

- 向 平 三 朝 線 倉 吉 市

東 伯 町

関 金 町

東 郷 町

三 朝 町

歩道新設 L =2 , 700 m W= 1 . 5 m

標識区間 46 . o km

休 憩 所 2 棟 22證

公衆便所 3 棟 37話

(公園外)

3 6 0 0 0

小 。十 8 1 , 0 0 O

55 岩 戸 ･ 浜 坂 線 福 部 村

鳥 取 市

標識区間 6 . 3 km

公衆便所 1 棟 16m2

( 山陰海岸国立公園内 )

7 , 0 0 0

浜 坂 三 朝 線 鳥 取 市

鹿 野 町

三 朝 町

歩道新設 L == 6 , ooom w== 1 ‐ o m

標識区間 45 ‐ 5 蛔

休 憩 所 2 棟 26が

公衆便所 1 棟 12m

(公園外)

5 2 8 0 0

小 口十 5 9 , 8 0 0
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年度 整 備 路 線 名 事業 か所 事 業 内 容 事 業 費

昭和

56

芦 津 ･ 三 滝 奥 線 智 頭 町 歩道 (改良) L = 2 , 912 m W= 1 . 5m

標識区間 5 . o如

休 憩 所 ギ木造 19 . 8m2

(氷 ノ 山後山那岐山国定公園内 )

千 円

1 7 , 6 0 0

広留野 扇 ノ 山線 若 桜 町 歩道 (改良) L = 1 , 088 m W= 1 . 5m

標識区間 1 5 km

(氷 ノ 山後山那岐山国定公園内)

7 , 2 0 0

芦 津 広 留 野 線 智 頭 町

八 東 町

若 桜 町

歩道 (改良) L = 10 , 017m W= 1 . 5 m

標識区間 21 . o km

休 憩 所 ギ木造 19 . 8甘

3 3 , 9 0 0

小 。十 5 8 , 7 0 0

57 金 門 ･ 寂 静 線 大 山 町 歩道 (改良)

L = 1 , 087m W= 1 . 0 ′〉1 . 5 m

休 憩 所 木造 12 . 6ざ

(大山隠岐国立公園内 )

5 , 0 0 0

狩 谷 山 ･ 若 杉 峠 若 桜 町 歩道 (新設) L = 3 , 857m W= 1 . 5 m

(氷 ノ 山後山那岐山国定公園内 )

1 1 , 4 0 0

三 滝 奥 ･ 狩 谷 山 智 頭 町 歩道 (新設) L = 2 , 1 69 m W= 1 . 5m

標識区間 3 . 6 km

(公園外)

7 , 5 0 0

赤松 境水道大橋 大 山 町

米 子 市

境 港 市

標識区間 38 km

休 憩 所 ギ木造 18m2 2 棟

(公園外)

1 1 , 1 0 0

小 。T 3 5 , 0 0 0

皸4(再整備)
川 床 ･ 一 向 平 大 山 町

東 伯 町

歩道 W= 1 . 0~1 . 5m L =2 , 880m

標識 L =6 , 220 m

1 0 , 0 0 0

羽 衣 石 浜 坂 東 郷 町

三 朝 町

鹿 野 町

鳥 取 市

歩道 W= 1 . 5m L = 1 , 647m

標識 L =24 , 850m
1 2 , 0 0 0

小 。十 2 2 , 0 0 0

5(再整備)
岩 戸 大 谷 福 部 村

岩 美 町

歩道 W= 1 . 0~1 . 5m L た 3 , 770 m

休憩舎 木造 A= 20寸

2 0 , 0 0 0

岩 常 美 歎 岩 美 町

国 府 町

標識整備 L = 37 . 9 km

休憩舎 木造 A= 20寸
1 2 , 0 0 0

小 。十 3 2 , 0 0 0

合 。十 4 0 8 , 5 0 0

-182-

\
‘
㈹

･1‘‐.･･‐‐･･11
‘‐‐‐““‐“



@ ●
　 　

境水道大橋 自 然 公 園 等 位 置 図
山陰海岸

西因幡県立 国立公園
自 然公園

船通山
氷 ノ 山後山

A 那 岐 山
那岐山 国 定 公 園

比婆道後
帝 釈
国定公園

鑪砂 自然公園
県 自 然環境保全地域

)~〆) 中国 自 然歩道

ー
ー局

の
-ー

ー



資料 2 自 然科学館の利用状況

年度＼追送名 大 山 自 然 科 学 館 山陰海岸 自 然科学館 計

51 2 5 , 9 5 0 2 5 , 9 5 0

52 3 3 , 9 4 0 3 3 , 9 4 0

53 3 1 , 8 1 5 3 1 , 8 1 5

54 3 5 , 2 9 0 3 5 , 2 9 0

55 3 3 , 1 0 0 ム ー 3 3 , 1 0 0

56 3 3 , 4 9 0 1 1 , 6 0 4 4 5 , 0 9 4

57 3 7 , 6 7 0 1 4 , 6 3 6 5 2 , 3 0 6

58 3 7 , 7 6 0 1 1 , 5 7 2 4 9 , 3 3 2

59 4 5 , 5 0 5 9 , 7 5 0 5 5 , 2 5 5

60 5 6 , 9 0 6 1 0 , 3 2 2 6 7 , 2 2 8

61 6 4 , 3 8 9 1 2 , 4 3 5 7 6 , 8 2 4

62 6 5 , 6 0 0 1 3 , 0 4 6 7 8 , 6 4 6

63 6 7 , 7 9 2 1 9 , 4 1 3 8 7 , 2 0 5

兀 7 5 , 5 9 8 1 4 , 9 7 4 9 0 , 5 7 2

2 8 7 , 2 4 7 1 3 , 8 7 2 1 0 1 , 1 1 9

3 7 3 , 5 3 0 1 5 , 7 7 2 8 9 , 3 0 2

4 7 1 , 6 1 8 1 5 , 1 2 5 8 6 , 7 4 3

5 7 0 , 9 6 5 1 4 , 6 8 5 8 5 , 6 5 0

(単位 . 人

資料 3 温泉資源保全調査状況

、＼＼劃きき趣温泉地名
覊 査 年 度 崗 査 内 容

覊 査 鷲千円)
皆 生 昭和52年度~54年度

搦 査

試験丼掘削 ( 3 井 )
35 , 700

三 朝 昭和55年度~56年度
覊 査

試験井掘 肖 ( 5 井 )
37 , 35 1

東 郷 ･ 羽 合 昭和56年度~58年度
凋 査

試験井掘 肖 ( 6 井 )
70 , 480

浜 村 昭和58年度~60年度
澗 査

試験井掘 肖 ( 5 井 )
36 , 298

関 金 昭和60年度~62年度
調 査

試験井掘 肖 ( 4 井 )
48 , 268

鹿 野 昭和62年度~平成元年度
調 査

試験井掘 肖 ( 4 井 )
48 , 4 1 4

岩 井 平成元年度~ 3 年度
調 査

試験井掘 肖 ( 3 井 )
43 , 97 6

吉 岡 平成 3 年度~ 5 年度
調 査

試験井掘 肖 ( 4 井 )
59 , 2 1 0

鳥 取 平成 5 年度~ 7 年度
劃 査

試験井掘 肖 ( 3 井 )
68 , 729
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資料 4 自 然環境保全基礎調査実施状況

区 分
実 施

期 間

実 施

箇所数
澗 査 箇 所 名

讓 調 査 名

第 1 回 植 生 掲 査

動 物 澗 査

地形 ･ 地質
昴 査

昭和

悠年度

1 546
意上奴神社社叢、 松上神社社叢、 菅野 、 酒賀神社、 箆滓侮

岸、 長田神社社叢、 花倉山 、 別所、 金谷川 、 解脱寺、 上阿

毘緑神社社叢、 唐川 、 洗足山 、 御熊 、 小河内

金谷川 、 別所 、 唐川 、 瓜谷

菅野、 箆津海岸、 高清水高原 人形峠、 稲葉山 宮 ノ 下 、

佐治谷 、 金華山

第 2 回 植 生 詞 査

特 定 植 物
群 落 崗 査

昭和

53年度

‘

54年度

1 1

6 0

須賀の 山 (氷 ノ 山 )の 自 然林 大野見宿弥命神社社叢

倉田八幡宮の社叢
須賀の 山古敷岩の風衝低木
群落

甘露神社の ス タ シ イ 二次林 意上奴神社社叢

浦富海岸の ク ロ マ ッ 林
松上神社の ス タ ン イ ー サ カ

キ林

南 田神社社叢 矢橋神社社叢

陣鉢山周辺の 自 然林 鷲峰神社社叢

高鉢山北谷の 自 然林唐川湿原植生

唐川 の モ ミ 林 犬山神社社叢

那岐山の風衝低木林宇部神社社叢

鳴滝山の 自 然林 ( ト チ ノ キ
ス ギ ･ サ ワ グ ル ミ ･ フ ナ )

那岐山山頂草原

赤蔵神社社叢 金山神社社叢

虫井神社社叢 三徳山の 自 然林 ( D

椎谷神社社叢 三徳山の 自 然林 ( = )

倭人神社社叢久松山の ス ダ シ イ 林

鳥取砂丘植生 波 々 伎神社社叢

第 2 回 植 生 詞 査 昭和 1 1 長尾鼻 、 新田 、 八葉寺川 、 虫井神社

釦 ‘ , 53年度 泊侮岸･ 田代･ 曽谷 ･ 金 ケ谷山
特 定 植 物 6 0

群 落 崗 査 54年度
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地形 地質

巍 査

打吹山の ス ダ ジ イ 林

御崎の ハ マ ヒ サ カ キ群落

甲 ケ 山周辺の 自 然植生

地獄谷の ミ ス ナ ー サ ワ グ ル

ミ 群落

鳥 ヶ 山 の ミ ャ マ ハ ン ノ キ林

甲川 の イ ヌ シ プ林

甲川 の サ ワ グ ル ミ 林

甲川 の ク マ シ プ林

大崎大神山神社の ス ギ林

大山山頂部の 自 然草地植生

大山山頂部付近の 自 然低木
林

大山の 中腹 自 然林

長田神社社叢

栗島神社社叢

金毘羅神社社叢

日 野町秋縄の ケ ヤ キ林

別所の コ ナ フ ー ソ ョ コ 林

大木屋神社社叢

大宮神社の モ ミ 林

石霞渓の ア カ マ ツ 林

三栄の ケ ヤ キ林

日 谷神社社叢

下阿毘緑神社社叢

砥破神社の ク リ ー コ ナ フ 林

扇 ノ 山の ブ ナ林

菅野湿原

三国山の ブ ナ林

洗足山の ヒ ノ キ ー ヒ メ コ マ
ッ 林

花倉山の 自 然林

田代の風衝草原

長尾鼻、 泊海岸、 曽谷

海 域 生 物

環 境 調 査
小嶋か磯、 御崎 、 酒 ノ 津、 赤碕港、 東坪5

扇 ノ 山 、 陣鉢山 、 不動ガ嶽、 菅沢 、 神戸上桑平峠、 河合谷

高原 、 鳥越峠、 大木屋神社、 三栄、 城山 、 高尾神社裏、

楽 々 福神社、 城山 、 滝山公園 、

扇 ノ 山 、 陣鉢山、 河合谷高原 、 印賀大向 、 与一谷、 河合谷

高原、 日 野川 、 阿毘緑、 御墓原 、 倉谷、 日 野川 、 孝霊山 、

模原、 - ノ 投、 福頼、 荻名 、 馬佐良 、 落合

第 3 回 植 生 凋 査 昭和 3 2

58年度

　

62年度

浦富熊野神社社叢、 坂ノ 谷神社照葉樹林、 樗絡公園モ ミ 林 、

東大山城 ヒ メ コ マ ッ 群落 、 東大山城 ク ロ ソ ョ ゴ 低木群落 、

黒坂キ シ ッ ツ シ群落 、 金華山熊野神社社叢

特 定 植 物

群 落 生 育

詞 査

7
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特 定 植 物

群 落 嗣 査

(追跡掲査 )

特 定 植 物

群 落 嗣 査

(追加群落 )

特 定 植 物
群 落 凋 査

(生育状況

凋査群落 )

湖沼 河川

澗 査

海 域 生 物

環 境 崗 査
6 08863

第 2 回の特定植物群落覊査地点

甑山 コ ナ フ ー シ プ林、 久松山 ア ヘ マ キ林 、 日 吉神社ス タ ン

イ 林 、 伏野神社ス タ ソ イ 林 、 権現の森 、 三滝渓谷 フ ナ林 、

大山 ス ナ フ 、 三億渓谷の ス キ ー ソ ャ ク ナ ヶ 群落

唐川湿原植生、 久松山 ス タ シ イ 林、 鳥取砂丘の植生、 大山

寺大神山神社ス ギ老齢林、 大山中腹の 自 然林、 大山 ミ ズ ナ

フ 、 権現の森 、 大山山頂部付近の 自 然草原

多鯰ケ池、 湖山池、 東郷 池、 千代川 、 天神川 、 日 野川

赤碕港 、 酒 / 座 、 東坪

第 4 回 巨樹 巨木林

調 査

藻場 干潟

凋 査

身近 な生 き

物 調 査

昭 和

63年度

,

平 成

4 年度

5 17

28

(参加者)

895 人

地上 1 30 cm の 位置 の幹周 が 300 cm 以上の樹木 ( 巨樹) 及 び こ

れ ら が複数生育す る 樹林 ( 巨木林)

藻場 ( 芻 カ 所)

陸上 、 羽尾 、 網代 ･ 田 後 、 大谷 、 岩 戸 、 海士島 、 酒 ノ 津 、 長

尾鼻 (気高町 ) 、 長尾鼻 (青谷町 ) 、 井手 、 小浜 、 伯 、 宇野
(泊村 ) 、 宇野 (羽合町 ) 、 逢束 、 八橋 、 別所 、 赤碕 、 御 崎

塩滓 、 下木料 、 御来屋 、 富長 、 平 田 、 淀江

干潟 ( 5 カ 所 )

豊成 下木料 、 真子川 、 下坪 、 御来屋 、 彦名干拓地

広 く 自 然愛好者の参加 を得て 、 ｢ 身近 な動植物｣ の 分布や生

態を調べ 、 国土や身近 な 自 然 を診断

植 生 澗 査

湖 沼 調 査

全 県

3

第 2 回及 び第 3 回 自 然環境保全基礎調査の結果 に よ り 作成 し

た植生図 を修正

多鯰 ケ 他 、 硼 山他 、 東郷池

八東川 、 小鹿川 、 甲 川3河 川 澗 査

第 5 回 動 植 物

分 布 調 査

平 成

5 年度
全 県 県下の動植物に関す る 情報を文献資料か ら収集 し た 。

6
唐川湿原 、 菅野湿原 、 湖山池 、 水尻池、 東郷池、

中海水鳥公園
湿 地 調 査
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資料 5 自 然解説実績※ 大山自然解説 山陰海岸自然解説日数 参加者 日数 参加者

52 1
上

h
D

801

53 1
4

Q
U

1,233

54 40 1,269

55 40 1,593

$ 40 1,561

57 40 1,015 9 200

弼 42 1,,417 9 165

59 琉 A
V

9
“
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“

Q
J

｢

n
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“
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^
U
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62 55 0R
U

02 Q
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R
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“

鐙 55 在
学

に
〉
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〔 乙 q
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に
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U
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ワ
ム

2 乾 1
4
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22 7
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7
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獲
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22
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淀
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U
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ム

5 57 R
U

に
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1
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′

1
上

A
U

?
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に
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資料 6 自 然保護研修実績＼ 研修の名称 場所 参加者 (生徒)

56 自然保護研修 船上山少年自然の家 43人

57 " " 41

弼 “ " 郊

59 自然を守る少年教室 “ 箏

60 " " 30

61 " “ 37

62 際鰄白
]

数 家の年青山大 銘

63 " " "

一元 " " "

リ
ム

“ " 40

3 " " 約

4 " 啄撚露趾 37

r
h
u

“ " 32
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資料 7 平成 4 年度常時監視測定結果の他県と の比較

1 概 要

平成 4 年度に中国 5 県で行われた環境大気測定局の測定結果の う ち 、 環境基準物質につ いて比較 し

た も のであ る 。

各物質 (二酸化い お う 、 一酸化炭素、 浮遊粒子状物質、 二酸化窒素 、 光化学オ キ シ ダ ン ト ) に つ い

て の比較は表 1 ~表 5 の と お り であ る 。

注 1 各表中数値は 、 平成 4 年度 ｢一般環境大気測定局測定結果報告｣ 環境庁大気保全局大気規制

課編平成 5 年12月 か ら抜粋。

注 2 局数につ いて 、 下段 ( ) 内 は設置市町村の数。

注 3 複数局 あ る場合は 、 測定結果の最小局 と 最大局の測定数値を掲げた。

) 2 各物質の比較
表 1 ~表 5 の と お り 。

表 1 二酸化い お う の比較

斌ミ
年平均値

1 時 間 値 が 0 . 1

ppm を 超 え た 時

間数 と そ の 割合

日 平均値 が 0 . 04

ppm を 超 え た 日

数 と そ の 割 合

1 時間値

の最高値

日 平均値

の 2 % 除

外値

(ppm ) (時間 ) (% ) ( 日 ) ( % ) (ppm ) (ppm )

鳥 取
3

( 3 )

0 . 00 3

2
0 . 004

O 0 O O

0 . 04 0

2
0 . 05 6

0 . 00 8

2
0 . 00 9

島 根
2

( 2 )

0 . 004

2
0 . 005 ハU)'{14 ?

0 . O

0 O

0 . 03 5

2
0 . 1 0 2

0 . 00 8

ご
0 . 0 1 2

岡 山
56

( 1 4 )

0 . 00 3

2
0 . 0 1 0 0、℃2

O

0%
O

2
1

O

2
0 . 3

0 . 02 0

2
0 . 1 0 8

0 . 00 5

2
0 . 02 7

広 島
4 1

( 1 8 )

0 . 00 3

2
0 . 01 0 0･ノ･1 6

O

壷
O

2
2

O

0 ! 5
0 . 02 6

≧
0 . 1 6 4

0 . 00 6

芝
0 . 03 0

山 口
38

( 1 3 )

0 . 00 3

2
0 . 008 nY)‘ハソム

O

2
0 . O

O O

0 . 03 3

2
0 . 1 2 0

0 . 00 6

2
0 . 0 2 0
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表 2 一酸化炭素の比較

斌ミ
年平均値

8 時 間 値 が 2 0

ppm を超 え た 回

数 と そ の 割 合

日 平 均 値 が 1 0

ppm を 超 え た 日

数 と そ の 割 合

1 時間値

の最高値

日 平均値

の 2 % 除

外値

(ppm ) ( 時間 ) ( % ) ( 日 ) (% ) (ppm ) (ppm )

鳥 取
3

( 3 )

0 . 3

2
0 . 4

0 O 0 O

2 . 8

2
3 . 4

0 . 6

2
0 . 8

島 根
1

( 国 設 )
0 . 3 0 よ O 0 0 2 . 1 0 . 5

岡 山
1

( 国 設 )
0 . 6 0 0 0 0 4 . 7 1 . 4

広 島
1

( 国 設 )
0 . 3 0 0 0 O 1 . 8 0 . 5

山 口
4

( 3 )

0 . 6

2
1 . 0

0 O 0 0

4 . 7

2
12 . 3

1 . 2

2
1 . 6

美 川

表 3 浮遊粒子状物質の比較

熱ミ
年平均値

1 時間値が0 . 2 0

昭/肘を超えた時

間数 と そ の割合

日 平均値が0 . 1 0

mg/鯖を超えた 日

数 と そ の 割 合

1 時間値

の最高値

日 平均値

の 2 % 除

外値

( 贈ノボ) ( 時間 ) (% ) ( 日 ) ｢ (% ) ( mg/が ) ( 肥/が )

鳥 取
3

( 3 )

0 . 02 2

2
0 . 026 n〕)(QU 0 0)、1 &

0 . 1 62

2
0 . 40 7

0 . 056

2
0 . 078

島 根
2

( 2 )

0 . 02 0

2
0 . 02 1

0 O 0 0

0 . 1 6 3

2
0 . 1 96

0 . 050

ご
0 . 054

岡 山
50

( 1 4 )

0 . 02 1

2
0 . 052 0･ど30

O

0 Z 3
0

2
1 9 &

0 . 1 1 1

2
0 . 429

0 . 05 1

2
0 . 1 2 3

広 島
36

( 1 7 )

0 . 022

2
0 . 049 o･ノ･“ &

0

9

9
2 . 5

0 . 099

2
0 . 387

0 . 05 0

2
0 . 1 0 1

山 口
37

( 1 4 )

0 . 0 1 8

ご
0 . 04 1 0･ノ･1 5 &

0

2
2 &

0 . 1 50

2
0 . 394

0 . 047

2
0 . 08 5
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表 4 窒素酸化物の比較

-
-]
①
]
--

-

区 分

都
廻漕

府 局
県 数

一酸化窒素 (NO ) 二 酸 化 窒 素 ( N 0 2 ) 窒素酸化物 (NO十N0 2 )

年平均値
1 時間値

の最高値

日 平均値

の 年 間

98 % 値

年平均値

日 平均値が0 . 06

ppmを超え た 日

数 と そ の 割 合

1 時間値

の最高値

日 平均値

の 年 間

98 % 値

年平均値
1 時間値

の最高値

日 平均値

の 年 間

98 % 値

N0 2

NO十N10 2

(ppm) (ppm) (ppm) (ppm) ( 日 ) (%) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (%)

鳥 取
3

( 3 )

0 . 0 0 2

2

0 . 0 0 5

0 . 0 7 9

2

0 . 1 0 1

0 . 0 0 7

2

0 . 0 1 5

0 . 0 0 6

2

0 . 0 1 1

O O

0 . 0 4 3

2

0 . 0 5 4

0 . 0 1 3

2

0 . 0 2 2

0 . 0 0 8

2

0 . 0 1 6

0 . 1 1 0

2

0 . 1 4 4

0 . 0 1 9

2

0 . 0 3 7

6 9 . 7

》

7 4 . 5

島 根
2

( 2 )
0 . 0 0 2

0 . 0 3 1

2

0 . 0 5 3

0 . 0 0 5

》

0 . 0 0 6

0 . 0 0 4

2

0 . 0 0 5

O O

0 . 0 3 8

2

0 . 0 4 1

0 . 0 0 9

2

0 . 0 1 2

0 . 0 0 6

2

0 . 0 0 7

0 . 0 4 8

2

0 . 0 8 3

0 . 0 1 3

ご

0 0 1 6

6 9 . 2

2

7 1 5

岡 山
4 5

( 1 4 )

0 . 0 0 5

ご

0 . 0 2 7

0 . 0 5 5

ご

0 . 3 4 4

0 . 0 1 9

2

0 . 1 1 0

0 . 0 1 0

ご

0 . 0 2 7

O 0

0 . 0 5 5

2

0 . 1 1 5

0 . 0 2 2

2

0 . 0 4 6

0 . 0 1 5

2

0 . 0 4 9

0 . 1 0 8

2

0 . 4 0 0

0 . 0 4 3

2

0 . 1 4 0

3 9 . 9

2

7 1 1

広 島
4 1

( 1 8 )

0 . o o l

》

0 . 0 3 7

0 . 0 3 9

2

0 . 3 1 2

0 . 0 0 7

2

0 . 0 8 7

0 . 0 0 6

2

0 . 0 2 6

O 0

0 . 0 4 6

2

0 . 1 0 1

0 . 0 1 5

ご

0 . 0 4 7

0 . 0 0 7

2

0 . 0 5 2

0 . 0 6 9

2

0 . 3 5 2

0 . 0 2 2

ご

0 . 1 1 1

2 7 . 8

2

8 0 . 4

山 口
2 7

( 1 3 )

0 . 0 0 4

2

0 . 0 1 8

0 . 1 0 9

ご

0 . 4 2 7

0 . 0 1 0

2

0 . 0 6 9

0 . 0 0 9

2

0 . 0 2 2

0

2

2

O

2

0 . 6

0 . 0 5 1

2

0 . 1 7 2

0 . 0 1 7

2

0 0 4 5

0 . 0 1 4

2

0 0 4 2

0 . 1 4 4

2

0 4 7 9

0 . 0 3 4

ご

0 1 0 5

5 2 . 9

2

7 5 0

(注) ザル ッ マ ソ係数0 . 84の吸光光度法で測定 し た結果



表 5 オ キ シ ダ ン ト の比較

斌ミ
昼間測定

日 数

昼間測定

時 間

昼間の 1 時間値が

0 . 06ppmを超えた

日 数 と 時 間 数

昼間の 1 時間値が

0 . 12ppm以上の 日

数 と 時 間 数

昼間の 1

時間値の

最 高 値

昼間の 日

最高 1 時
間値の年

平 均 値

( 日 ) ( 時 間 ) ( 日 ) ( 時 間 ) ( 日 ) ( 時 間 ) ( p pm ) ( ppm )

鳥 取
3

( 3 ) 霊
4 , 90 8

2
5 , 2 9 2 9･ノ･9 1 霊 0 0

0 . 0 9 2

2
0 . 1 0 4

0 . 0 3 6

2
0 . 0 5 3

島 根
2

( 2 ) 誕暮
3 , 5 5 0

2
5 , 2 3 5

1 8

2 ,
1 3 3

写9
1 , 0 4 3

0 O

0 . 0 9 3

2
0 1 1 8

0 . 0 4 4

2
0 0 5 6

岡 山
38

( 1 3 ) 議
3 , 09 0

2
5 , 4 2 7

2 0

2
9 4 #･

0

2
3 又

0 . 0 7 9

2
0 . 1 8 7

0 . 0 3 5

2
0 . 0 5 6

広 島
30

( 1 5 ) 譲g
4 , 3 0 5

2
5 , 3 7 4 潔' 叢 g

O

2
1

0 0 8 8

2
0 . 1 2 0

0 03 2

Z
0 . 0 5 5

山 口
1 9

( 1 3 ) 8 8 :
5 , 1 1 4

2
5 , 3 64

1

2
9 0

1

4≦
0 0

0 . 0 6 4

2
0 . 1 0 9

0 . 0 3 4

ご
0 . 0 5 0

　
　

　
　

　
　

　

M

3 大気環境濃度測定結果と環境基準と の評価方法

評 価 項 目 評 価 方 法

二 酸 化 い お う 長期的評価 1 日 平均値であ る 測定値 につ き 、 測定値の高い方か ら 2 %の範囲内

に あ る も の を除外 し た値か0 0 4ppm 以下に維持 さ れ る こ と 。 たた し 、
1 日 平均値が0 04ppm を超えた 日 が 2 日 以上連続 し な い こ と 。

短期的評価 1 時間値の 1 日 平均値が 0 04 ppm 以下であ り 、 かつ 、 1 時 間 値が
0 l ppm 以下であ る こ と 。

二 酸 化 窒 素 1 日 平均値の う ち 、 低い方か ら98% に相当す る も のが0 0 6ppm を超え な い こ と 。

光 化 学

オ キ シ タ ン ト
昼間 ( 5 時か ら 20時 ま て ) の 1 時間値か0 0 6 ppm 以下てあ る こ と 。

浮遊粒子状物質 長期的評価 1 日 平均値であ る 測定値 につ き 、 測定値の高い方か ら 2 % の範囲内

に あ る も のを除外 し た値が 0 1 勿ノガ以下に維持 さ れ る こ と 。 ただ し、

1 日 平均値が 0 1 笏ノガを超えた 日 が 2 日 以上連続 し な い こ と 。

短期的評価 1 時間値の 1 日 平均値が 0 1 吻/ず以下であ り 、 かつ 、 1 時間値か

0 2 啼/せ以下で あ る こ と 。

一 酸 化 炭 素 1 時間値の 1 日 平均値か 、 1 o ppm 以下であ り 、 かつ 1 時間値の 8 時間平均値 ( 1
日 を 3 回の時間帯 に区分 し た場合の 8 時間平均値) が 20ppm以下であ る こ と 。
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資料 8 ばい煙発生施設に対するぽい じんの排出基準の概要 (県内該当施。効

項番号令別表第一 施 没 の 種 類

排 出 基 隼 値 (g/Nれ3 ) 標隼酸素
濃 度

0n

(% )

備 考

勢ぷ 既 設 新 設

｣1I-

ボイフー

カ ス 専 焼

4 以 上

4 未 満

0 0 5

0 1 0

0 0 5

0 1 0

5

◎ 当分の間 on = o s

△ 5, 0 0 O K c al /Kタ未満の も の

◎当分の間 o n = o s

(往 )

小型ボ イ フ ー で60. 9 9 以前に設置
さ れた も の及び ガ ス 、 灯油 、 軽油 、
A重油を使用す る も の は適用 し な
い 。 そ の ほかの も の は 、 そ れぞ れ

最小規模の基準 ( ただ し 65 . 9 9 ま

で に没置 さ れた も の は 0 5 g/ N
勿3 )

重油 そ の他液体

専焼並び に ガス

及び液体の混焼

20 以 上

4 () 20

1 ~ 4

1 未 満

0 07

0 1 8

0 2 5

0 3 0

0 0 5

0 1 5

0 2 5

0 3 0

4

4

4

◎ 4

紙 ･ パルプの製

造に伴 う 黒液燃

焼

20 以 上

4 ~ 20

4 未 満

0 20

0 3 5

0 1 5

0 2 5

0 3 0

0s

石 炭 燃 焼

20 以 上

4 ~ 20

4 未 満

0 1 5

0 2 5

0 3 5

0 1 0

0 2 0

0 3 0

6

低 カ ロ ノ ー
石 炭 燃 焼

△ 0 7 0 0 s

触媒再生塔付属 0 3 0 0 20 4

前 。己 を 除 く

4 以 上

4 未 満

0 3 0

0 . 4 0

0 3 0 ◎ 6

2 ガ ス 発 生 炉

ガ ス 加 熱 炉

0 0 5

0 1 0

0 0 5

0 1 0

7

7

5

金 属 溶 解 炉

4 以 上

4 未 満

0 1 0

※ 0 2 0

0 1 0

※ 0 2 0

0 s

※ ア ル ミ ー ウ ム用反射炉 は 当分の

間 0 30

6

金 属 加 熱 炉

4 以 上

4 未 満

0 1 5

0 2 5

0 1 0

0 2 0

◎ 1 1 ◎当分の間 on = o s

7

石 油 加 熱 炉

4 以 上

4 未 満

0 1 0

※ 0 1 5

0 1 0

0 1 5

6

※潤滑油製造用で 1 万 Nれ3/H 未
満の も の は 当分の間 0 1 8
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項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( g/NれJ ) 標隼酸素

砿 度
0n

(% )

備 考

ふ 既 設 新 設

9

焼成炉
石 灰 焼 成 炉

丁 ± 中 釜

一

0 3 0 0 3 0 1 5

◎当分の間 on = o s

0 40 0 40 1 5

セ メ ン ト 焼成炉 0 1 0 0 1 0 1 0

耐 火 物 原 料
又は耐火 レ ン カ
製 造 用

4 以 上

4 未 満

0、 1 0

0 2 0

0 1 0

0 2 0

1 8

前 。己 を 除 く

4 以 上

4 未 満

0 1 5

0 2 5

0 1 5

0 2 5

◎ 1 5

1 1

乾 燥 炉

田材乾燥炉

4 以 上

4 未 満

0 1 5

★ 0 3 0

0 1 5

0 2 0

1 6
★ 1 万 Nせ/H未満は 0 3 5

※ 2 万 Nせ/H未満は 0 6 0※ 0 5 0 0 50 1 6

1 3 廃 棄 物 焼 却 炉

連 続 炉

0 5 0 0 5 0 ◎ 1 2 ◎当分の間 on = o s

◎当分の間 on = o s
連 続 炉

4 以 上

4 未 満

0 1 5

0 5 0

0 1 5

0 5 0

◎ 1 2

29
カ ス タ ー

ヒ ン

常 用 △ 0 0 5 1 6

△当分の間適用猶予
非常用 △ △

30
プ ィ ーゼソレ

機関

常 用 △ 0 1 0 1 3

△当分の間適用猶予
非常用 △ △

3 1

カ ス 機 関
常 用 0. 05 0 0 5 O

△ 当 分の 間適用 猶予

非常用 △ △

3 2
ガ ン ノ ン

機 関

常 用 0 05 0 05 O

△ 当 分 の 間適用猶予

非常用 △ △

1 上表区分の既設は昭和57年 5 月 3 1 日 ま でに ( ガス タ ー ビ ン 及び プ ィ ー ゼル機関 について は

昭和63年 1 月 3 1 日 ) 設置又は着工 さ れた も ので 、 新設は昭和57年 6 月 1 日 以降 に (ガス タ ー

ヒ ン 及 び プ ィ ー セ ル機関 につ いては昭和63年 2 月 1 日 ) 設置 さ れた も のであ る 。

2 熱源 と して電気を使用す る も の及び上表て標準酸素濃度 onか o s と な っ て い る も の は 、 標

隼酸素濃度補正方式を適用 し な い 。

項番号1 1 の乾燥炉で 、 直接熱風乾燥型の も の は標準酸素濃度を o s と す る 。

は い し ん量の補正は次の算式に よ り 換算す る も の と す る 。

2 1 - o n
C = -----一 × C s

2 1 - o s

C は い じ ん量 ( g/Nせ )

o n 施設こ と に定め られた標準酸素濃度 (% )

o s 側定時の酸素濃度 (% )

C S . 測定時のは い じ ん量 ( g/Nせ )
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資料 9 ばい煙発生施。剥こ対する窒素酸化物の排出基準の概要 (県内該当施設)

項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( ppm )

廳際鰕伍節 備 考

※ も8･9 前
48 50

8 1 2

1 0 9

2

5 0 52

1 2 6

1 0 1 7

Z

52 54

6 8

1 8 9
Z

54 58

8 9

1 0 9

2

58 6 2

9 3

1 0 3 1

2

鑓2 以
4

1 降
11

ボイフー(伝熱面積ゆけ以上
ガ ス 専 焼

50 以 上

1 0 () 50

4 () 1 0

1 ~ 4

1 未 満

} 1 3 0
} 1 5 0

, 1 30

I 1 5 0

} 1 0 0

} 1 3 o

1 50

60

} 脚
1 3 0

1 5 0

60

} 脚
1 3 0

1 5 0

60

い
130

1 50

60

} 脚
1 3 0

1 5 0

5

液体燃焼ホ イ
フ ー で52. 9 9

以前 に没置 さ

れた排出 カ ス
量 0 5 万 N勿J

/H未満の過
負荷燃焼型の
も の に ついて

は適用 しない。

◎52. 9 1 0 ~
54 . 8 9 ま で に

設置の も の は

設置 さ れた 日

か ら 1 80 PP m

液 体 燃 焼

50 以 上

1 0 (一 50

4 () 1 0

1 ~ 4

1 未 満

1 8 0

} 1 9 0

23 0

25 0

} 1 8 0
“88

} 1 5 0
250 3 0505 0ー1IunIl骸

1 3 0

} 雑誌
1 30

. 1 50

1 8 0

1 3 0

ヒ
4

固 体 燃 焼

70 以 上

50 () 70

20 (一 5 0

4 () 20

0 5 ^) 4

0 5 未満

400

} 42 o

} 45 0
480

} 3o o

} 35 o
380

48 0

彪芻
48 0

} 88 8
38 0

} :8 8
38 0

} 抑
} 鰡。

200

瀞
} 鰡。

6
◎当分の間

3 5 0PPm

ボイフー小型
液 体 燃 焼 ◎260 4

◎65. 9 9 ま で

設置 さ れた も

の は300ppm

固 体 燃 焼 350 6

2 ガ ス 発生炉 ･ 加熱炉

1 彎攝簿型
1 7 0 1 7 0 1 7 0 1 7 0 1 5 0 1 5 0 1 5 0

7

36 0 36 0 36 0 36 0 1 50 1 50 1 5 0

5
金 属 溶 解 炉 200 2 0 0 20 0 200 1 8 0 1 80 1 8 0 1 2

キ ュ ポ フ は適

用除外

6 金 属 加 熱 炉

( z揮ン ト チ ユ )

1 0 以 上
1 ~ 1 0

0 5 ~ 1

0 5 未満 ね ね
1 00

1 5 0

} 2oo

1 0 0

} 1 5 o
1 80

1 00

} 1 5o
1 8 0

1 0 0

} 1 5 o
1 80

1 0 0

} 1 5o
1 8 0

1 1

金 属 加 熱 炉

( 繭謙譲翁
1 0 以 上

1 ~ 1 0

0 5 ~ 1

0 5 未満

1 6 0

} 1 7 0
20 0

1 6 0

} 1 7 0
20 0

1 00

1 5 0

1 7 0

20 0

1 0 0

1 3 0

1 50

1 8 0

1 0 0

1 3 0

1 5 0

1 8 0

1 0 0

1 3 0

1 5 0

1 8 0

1 00

1 3 0

1 5 0

1 8 0

7

石 油 加 熱 炉

4 以 上

1 ~ 4

0 5 ~ 1

0 5 未満

1 7 0

} 1 8 0
20 0

} 1 7 0
1 8 0

200

1 0 0

1 5 0

1 8 0

20 0

1 0 0

1 3 0

1 5 0

1 8 0

1 0 0

1 30

1 5 0

1 8 0

1 0 0

1 3 0

1 5 0

1 8 0

1 0 0

1 30

1 5 0

1 80

6
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項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 隼 値 ( ppm )

廳藤綴鋭の 備 考
牽月 脣

規模
(万Nm3
/H ) も89 前

48 50

8 1 2

1 0 9

′

50 52

1 2 6

1 0 1 7

Z

5 2 54

6 8

1 8 9

2

54 58

8 9

1 0 9

Z

58 6 2

9 3

1 0 3 1

Z ち41 降
9 石灰焼成炉の う ち カ ス

燃焼 ロ ー タ ノ ー キ ル ン
30 0 30 0 30 0 30 0 25 0 2 5 0 25 0

1 5

そ の 他 の 焼 成 炉
及 び 溶 融 炉

200 20 0 200 20 0 1 8 0 1 8 0 1 8 0

1 1 乾 燥 炉 250 25 0 250 25 0 230 230 、 23 0 1 6

1 3 廃 棄 物 焼 却 炉
(連 続 炉 に 限 る )

4 以 上

4 未 満
} 300 } 30 0 } 300

250

30 0
} 25 0 } 25 0 } 25 0

1 2

廃 棄 物 焼 却 炉
( 連 続 炉 を 除 く )

4 以 上

4 未 満

250 25 0 25 0 2 5 0

圏 1 熱源 と し て電気を使用す る も の につ いて は 、 適用 し な い 。

2 排出基準値は 、 次式に よ り 算出す る 。

窒素酸化物濃度 ( p p m ) = 21一 0 n x 窒素酸化物測定濃度 ( p p m )
21 一酸素測定濃度、 o s (%)

た だ し 、 酸素測定濃度が 、 20%を超え る 場合にあ っ て は 、 20% と す る 。

3 小型 ポ イ フ ー に あ っ て は 、 60 . 9 . 10以降設置 さ れた も のに適用す る 。

な お 、 軽質液体燃料を使用す る 小型ボ イ ラ ー に は適用 し な い 。

資料1 0 ガス ター ビ ン及びデ ィ ーゼル機関に係る窒素酸化物の排出基準

項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( ppm )

廳藤簸黛鯰 備 考

既設 新 没

29

カ ス タ ー ヒ ン
常 用 △

･ 70 ppm 但 し燃料種別及び規模に応 じ た段階的規制

16

△

当分の間

適用猶予

燃料
種別 排力粛蝨~さ遅費時期

63 . 2 1 ()

64 . 7 3 1

64 . 8 1 ()

66 . 1 3 1

66 . 2 1 ~

l

l液体
45 , 00O Nガ h未満 1 2 0 1 00 7 0 l
45 , 00O Nぜ h以上 1 0 0 1 0 0 7 0 -

{気体 45 , 00O N物S h未満 9 0 70 7 0 l

非常用 △ △

30

ブ ー セ ル

機 関

常 用 △

. 950 PPm

但 し 、 シ リ ン ダ ー 内径 400伽以上の大型機関 は 、

63 . 2 1 ~ 64 . 7 3 1 1 , 600 ppm

64 . 8 1 ~ 66 . 1 3 1 1 , 400
66 . 2 1 ~ 当 分の間 1 , 2 0 0

対策技術評価後 950

1 3

△

当分の間

適用猶予

非常用 △ △

圏 上表区分の既設は昭和63年 1 月 30 日 ま でに設置又は着工 さ れた も ので 、 新設は 、 昭和63年 2 月 1

日 以降に設置 さ れた も の 。
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資料1 1 ガス機関及びガソ リ ン機関に係る窒素酸化物の排出基準

令 項
別

表 番

第

一 号

排 出 基 準 値 (p pm)

標準酸

素濃度

0 n

( % )

備 考
設置年 月 日

施設の種類

G3 以
1

3 1 前

為
彦 31

蓼 日孕
そ 31

印6 以
2

1 後

3 1 カ ス 機 関
常 用 ◎ 2, 0 00 0 2 , 000 1 , 00O 6 00

O
非常用 △ △ △ △

32
ガ ン ノ ン

機 関

常 用 ◎ 2, 0 00 0 2, 000 1 , 000 600
O

非常用 △ △ △ △

圏 ◎平成 5 年 1 月 31 日 ま で適用猶予

○平成 3 年 7 月 31 日 ま で適用猶予

' △当分の間適用猶予

資料1 2 大気汚染防止法第1 8条の 3 の総理府令で定める一般粉 じん発生施設の管理基準

(施行規則第16条 昭和46 . 6 . 22 )

令別表第 2

の 頃 番 号

一 般 粉 じ ん

発 生 施 設
規 模 管 理 基 準

1 - ク ス炉 原料処理能力

が 1 日 当た り

50 t 以上であ

る こ と 。

1 装炭作業は 、 無煙装炭装置を設置す る か 、 装炭車

に フ ー ド及び集 じ ん機を設置す る か 、 又は こ れ ら と

同等以上の効果を有す る 装置を設置 して行 う こ と 。

2 窯出 し作業は 、 ガ イ ド車に フ ー ド を設置 し 、 及び

当該 フ ー ド か ら の一般粉 じ ん を処理す る 集 じ ん機を

設置す る か 、 又は こ れ と 同等以上の効果を有す る 装

置を設置 して行 う こ と 。 た だ し 、 ガ イ ド車又はガイ

ド車の走行す る 炉床の強度が小 さ い こ と 、 ガ イ ド車

の軌条の幅が狭い こ と 等に よ り ガイ ド車に フ ー ド を

設置する こ と が著 し く 困難であ る場合は防 じん カ バー

等を設置 して行 う こ と 。

3 消火作業は 、 消火塔にハー ドル 、 フ ィ ル タ ー又は

こ れ ら と 同等以上の効果を有す る装置を設置 して行

う こ と 。

2 鉱物 ( コ ー ク ス

を含み 、 石綿を

除く 。 ぬ次村同鳥 )

又は土石の堆積

場

面積が 1 , 0 0 0

甘以上であ る

こ と 。

一般粉 じ ん が飛散す る おそれが あ る鉱物又は土石を

堆積す る場合は、 次の各号の 1 に該当す る こ と 。

1 一般粉 じ ん が飛散 し に く い構造の建築物内 に設置

さ れて い る こ と 。

2 散水設備 に よ っ て散水が行われてい る こ と 。

3 防 じ ん カ バーでおおわれてい る こ と 。

4 薬液の散布又は表層の締固めが行われてい る こ と 。

5 前各号 と 同等以上の効果を有す る措置が講 じ ら れ

て い る こ と 。
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令別表第 2
の施設番号

一般粉 じん

発 生 施 設
規 模 管 理 基 準

3 ^･ ノレ ト コ ソ ヘ ア

及びバ ケ ッ ト コ

ソ ヘ ア (鉱物、

土石又はセ メ ソ

ト の 用に供す る

も の に限 り 、 密

閉式の も の を除

く 。 )

ヘ ル ト の幅か

7 5 cm以上で

あ る か 又は

バ ケ ッ ト の 内

容積が 0 0 3

m3 以上 で あ

る こ と 。

一般粉 じんか飛散するおそれのある鉱物、 土石又はセ メ

ン ト を運搬す る場合は 、 次の 各 号 の 1 に 該 当 す る こ

と 。

1 一般粉じんか飛散しに く い構造の建築物内に設置され
て い る こ と 。

2 コ ン ベ ア の糖込部及ひ積降部に フ ー ド 及び集 じ ん

機か設置 され 、 並びに コ ソ ヘ ア の積込部及び積降部

以外の粉 じんか飛散す る おそれの あ る 部分に第 3 号

又は第 4 号の措置か講 じ られて い る こ と 。

3 散水設備に よ っ て散水が行われて い る こ と 。

4 防 じん カ バ ー でおおわれて い る こ と 。

5 前各号 と 同等以上の効果を有す る措置か講 じ られ

て い る こ と 。

4 破砕機及び摩砕

機 (鉱物、 岩石

ヌとは セ メ ン ト の

用に供す る も の

に限 り 、 湿式の

も の及び密閉式

の も のを除 く 。 )

原動機の定格

出力は 75 kw

以上であ る こ

と 。

次の各号の 1 に該当す る こ と 。

1 一般粉 じんか飛散しに く い構造の建築物内に設置され

て い る こ と 。

2 フ ー ド及び集 じん機が設置 されて い る こ と 。

3 散水設備に よ っ て散水か行われて い る こ と 。

4 防 じん カ バ ー でおおわれて い る こ と 。

5 前各号 と 同等以上の効果を有す る措置が講 じ られ

て い る こ と 。

5 ふ る い (鉱物、

岩石又は セ メ ソ

ト の用に供す る

も の に限 り 、 湿

式の も の及び密

閉式の も のを除

く 』

原動機の定格

出力が 1 5 kw

以上であ る こ

と 。

5 の基準は 、 ｢ 4 の基準｣ と 同 じ。
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資料1 3 特定粉 じん発生施。愛の規制基準

の二項番号令別表第二
特 定 粉 じ ん

発 生 施 設
規 模 規 制 基 準

11- 解 綿 用 機 械 原 動 機 の 定 格 出 力 か

3. 7 キ ロ ワ ソ ト 以 上

で あ る こ と 。

大 気 中 の 石 綿 の 濃 度 が 1 リ ン

ト ル に つ き 10 本 。

2 混 合 機

3 紡 織 用 機 械

4 切 断 機

原 動 機 の 定 格 出 力 か

2 2 キ ロ ワ ッ ト 以 上

で あ る こ と 。

5 研 磨 機

6 切 削 用 機 械

7 破 砕 機 及 び 摩 砕 機

8
プ レ ス ( 剪 断 加 工

用 の も の に 限 る 。 )

9 穿 孔 機

e i ゐ (“) ‘ の表に掲げ ･ 施設は 石綿を含有す る 製品製造“用 ‘供す ･ 施設‘限 り 、 湿式“ も の及び密閉
式の も の を除 く

資料1 4 航空機騒音に係る環境基準について

(鼾48娑21鬘)
公害対策基本法 (昭和42年法律第132号) 第 9 条の規定に基づ く 騒音に係 る 環境上の条件の う ち 、 航

空機騒音に係 る 基準につ いて次の と お り 告示す る 。

公害対策基本法第 9 条 に よ る 騒音に係 る 環境上の条件につ き 、 生活環境を保全 し 、 人の健康の保護に

資す る う えで維持す る こ と が望ま し い航空機騒音に係 る 基準 (以下 ｢環境基準｣ と い う 。 ) 及びそ の達

成期間は 、 次の と お り と す る 。

第 1 環境基準

1 環境基準は 、 地域の類型 ご と に次表の基準値の欄に掲げ る と お り と し 、 各類型を あ て はめ る 地域

は 、 都道府県知事が指定す る 。

地域の類型 基準値 (単位 WE C P N L )

7 0 以下

nu一 7 5 以下

圏 I を あ てはめ る 地域は専 ら住居の用 に供 さ れ る 地域 と し 、 口 を あ て は め る 地域は I 以外の地域で

あ っ て通常の生活を保全す る 必要が あ る 地域 と す る 。
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1 の環境基準の基準値は 、 次の方法に よ り 測定 ･ 評価 し た場合におけ る 値 と す る 。

( 1 ) 測定は 、 原則 と し て連続 7 日 間行い 、 晴騒音 よ り 10 デ シ ベル以上大 き い航空機騒音の ピー ク レ

ベル ( 計量単位 デ シ ベル ) 及び航空機の機数を 。己録す る も の と す る 。

(2) 測定は 、 屋外で行 う も の と し 、 そ の測定点 と し て は 、 当該地域の航空機騒音を代表 と す る と 認

め ら れ る 地点を選定す る も の と す る 。

(3 ) 側定時期 と し て は 、 航空機の飛行伏況及ひ風向等の気象条件を考慮 して 、 測定点におけ る 航空

機騒音を代表 と す る と 認め ら れ る 時期を選定す る も の と す る 。

(4) 航空機騒音の評価は 、 (1 )の ピ ー ク レ ベル及び機数か ら次の算式に よ り 1 日 ご と の値 (単位 W

E C P N L ) を算出 し 、 そ のすべて の値をパ ワ ー平均 して行 う も の と す る 。

算 式

d B (A ) 十 10 1 g 1oN -27

囮 中宙て可÷ と は 、 1 日 のすべての ピ ー ク レ ベ ル を パ ワ ー平均 し た も の を い い 、 N と は 、

午前 0 時か ら午前 7 時 ま での間の航空機の機数を N 1 、 午前 7 時か ら午後 7 時 ま での間の

航空機の機数をN 2 、 午後 7 時か ら午後10時 ま での間の航空機の機数を N 3 、 午後10時か ら

午後12時 ま での間の航空機の機数を N , と し た場合におけ る 次に よ り 算出 し た値を い う 。

N = N 2 十 3 N , 十 10 ( N , 十 N 4 )

2

( 5 ) 側定機器は 、 日 本工業規格C 1502 に定め る 指示騒音。十若 し く は国際電気標準会議 p u b /179

に定め る 精密騒音。十又は こ れ ら に相当す る 測定機器を用 い る も の と す る 。

こ の場合に おいて 、 聴感補正回路はA特性 と し 、 ま た 、 動特性は緩 ( s 1 o w ) と す る 。

1 の環境基準は 、 1 日 当 た り の離着陸回数が10回以下の飛行場及び離島に あ る 飛行場の周辺地域

に は適用 し な い も の と す る 。

3

第 2 達成期間等

を 1 環境基準は 、 公共用飛行場等の周辺地域にお し 、 て は 、 飛行場の区分 ご と に次表の達成期間の欄に
蕁 i 掲 げ る 期間で達成 さ れ 、 又は維持 さ れ る も の と す る 。 こ の場合にお し 、 て 、 達成期間が 5 年を こ え る
縦 地域にお いては 、 中間的に同表の改善の 目 標の欄に掲げ る 目 標を達成 し つ つ 、 段階的に環境基準が

' 達成 さ れ る よ う にす る も の と す る 。
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飛 行 場 の 区 分 達 成 期 間 改 善 目 標

新 設 飛 行 場

直ちに

既設飛行場

第三種空港及び こ れ

に凖す る も の

第 二 種 空 港

(福岡空港を除 く 。 )

A 5 年以内

B

10 年以 内

. 5 年以内に 、 85W E C P N L 未満 と す る

こ と 又は都W E C P N L 以上の地域におい

て屋内で65W E C P N L 以下 と す る こ と 。新 東 京 国 際 空 港

第一種空港 (新東京

国際空港を除 く 。 )

及び福岡空港

10 年を こ え る期間内

に可及的速やかに

1 5 年以 内に 、 85WE C P NL 未満 と す る

こ と 又は 8 5 WE C P NL以上の地域におい

て屋内で6 5 WE C P NL以下 と す る こ と 。

2 1 0年以 内に 、 7 5 WE C P NL未満 と す る

こ と 又は 75 WEC P NL以上の地域におい

て屋内で6 0 WE C P NL以下 と す る こ と 。

備 考 1 . 既設飛行場の区分は 、 環境基準が定め ら れた 日 に おけ る 区分 と す る 。

2 . 第二種空港の う ち 、 B と は タ ー ボ ジ ェ ッ ト 発動機を有す る 航空機が定期航空運送事業 と

し て離着陸す る も の を い い 、 A と は B を除 く も の を い う 。

3 . 達成期間の欄に掲げ る 期間及び各改善 目 標を達成す る た めの期間は 、 環境基準が定め さ

れた 日 か ら起算す る 。

2 自 衛隊等が使用す る 飛行場の周辺地域においては 、 平均的な離着陸回数及び機種並びに人家の密

集度を勘案 し 、 当該飛行場 と類似の条件に あ る 前項の表の飛行場の区分に準 じ て環境基準が達成 さ

れ 、 又 は維持 さ れ る よ う に努め る も の と す る 。

3 航空機騒音の防止のため の施策を総合的に講 じ て も 、 1 の達成期間で環境基準を達成す る こ と が

困難 と 考 え ら れ る 地域において は 、 当該地域に引 き続 き居住を希望す る 者に対 し家屋の防音工事等

を行 う こ と に よ り 環境基準が達成 さ れた場合 と 同等の屋内環境が保持 さ れ る よ う にす る と と も に 、

極力環境基準の速やか な達成を期す る も の と す る 。
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